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(1) 太郎はお早うと{言った/思った}。     (引用) 
(2) 太郎はお早うと入ってきた。 
(3) 政府は来年度の予算を 12月に発表するとした。 
(4) 先生は太郎を犯人だと{言った/思った}。 
(5) 最近の出版社は読者を消費者とみなしているようである。 
(6) 先生は定員を 10名と限った。     (同一化) 









 本論文は、全 7章から成り、第 2章と第 3章で「引用のト」について論じられ、引用の「ト」の性質を明
らかにした上で、それと比較して、第 4章から第 6章で「同一化のト」との相違について論じられる。 

















 第 5章では、従来、引用構文から派生したとされてきた(4)(5)のような「NP1ヲNP2ダト V」型構文と「NP1
ヲ NP2ト V」型構文を取り上げ、共起現象などの文法的性質の違いや名詞句の意味解釈の違いから、「NP1




ものではなく、同一化を表す形式であることが主張される。第 6章での議論は、第 2章と第 3章で述べた「引
用のト」と、第 4章と第 5章で述べた「同一化のト」を、「トする」構文に照らし合わせた分析であり、第 2
章から第 5章の考察を通じて述べられた主張、すなわち、文をとる「ト」は「引用のト」であり、名詞をとる
「ト」はコピュラ相当の「同一化のト」であることをさらに根拠付ける内容として位置づけられる。 
 第 7章では、本論文の議論をまとめ、今後の課題について述べる。 
 

































  平成 26年 1月 21日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本
論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致
で合格と判定された。 
 
３ 結論 
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を
有するものと認める。 
